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会長就任にあたり 

第 32 期会長 塩川和夫 

このたび第 32期（2023年 4月-2025 年 3月）の

会長に就任いたしました塩川です。簡単に自己紹

介させて頂きます。名古屋大学宇宙地球環境研究

所の教授・所長を務めております。地上からオー

ロラや夜間大気光に関連した光学・電磁場観測を

行い、それを人工衛星による観測と組み合わせて、

地球の電磁気圏・大気圏の変動を研究しています。

また、国際学術会議の傘下の課題別組織である

SCOSTEP（太陽地球系物理学科学委員会）の会長を

2019年から務めております。本学会には、1988年

に会員になり、運営委員（2009-2015年）、評議員

（2017-2021 年）、副会長（2021-2022年）として

参加してきました。 

さて、30-31期の方々の大変なご努力により、学

会の Web ページが全く新しく見やすくなっており

ますので、ぜひ一度、ご覧ください。この中には、

同じく 31 期の将来構想ワーキンググループの

方々が取りまとめられた学会の最新の将来構想文

書も掲載されております。今後もこの文書は定期

的に更新され、最新の大型計画や人工衛星計画に

対応していく予定です。 

本学会が主に貢献してきた国際査読誌である

Earth, Planets and Space (EPS)誌に関しては、

科研費による出版支援が 2017 年度末に終了しま

したが、その後、編集委員・担当運営委員のご努
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力や会員の皆様のご協力により、投稿数やインパ

クトファクターも順調に推移しております。引き

続き、会員の皆様の良質な論文のご投稿をお願い

いたします。 

本学会が対象領域とする地球電磁気・地球惑星

圏科学は、真理の探究としての研究と、その実社

会への応用という両側面から発展してきていま

す。衛星測位や通信衛星に代表される宇宙利用の

急速な発展や、気候変動、地震や火山噴火など社

会生活に影響を与える現象の頻発に伴い、この実

社会への応用という側面がますます重要になって

きています。そのような中で、本学会が皆様の研

究交流を促進させ、この分野の研究と応用をさま

ざまな新しい方向に発展させていくための一助に

なれば幸いです。また本学会は地球規模の現象を

対象としているために、本質的に国際共同研究が

必須の分野でもあります。学会の国際的な発展に

も微力ながら貢献できれば、と考えております。

引き続き当学会へのご支援をどうぞよろしくお願

いします。 

副会長ご挨拶 

中村卓司 

大変な世の中になってきました。感染症がこん

なに世の中を変えてしまうとは予想もしていませ

んでした。それにヨーロッパでは戦闘が長期化し

ています。あらゆることが流動的に見えてしまい、

先の読めない時代になったものとお嘆きの方も多

いのではないかと思います。コロナ禍の方はなん

とか各種の制限もなくなり、いよいよ人間の移動

や対面・密集を伴うような活動も元に戻ってきま

した。一方、国同士の対立の方はまだまだ現在進

行形で、どう展開するのかどう収束するのかわか

らない状況です。少なくとも当面の間、フィール

ド観測やデータ・サンプルの輸送が大きな制限を

受ける状況が続くでしょう。 

そのような中、2023-24 年度の副会長を拝命い

たしました中村卓司でございます。これはこれで

大変なことになった、、、と正直思いましたが、い

やいや大事なお仕事をいただけることはありがた

いこと、わがままをいってはバチが当たると、自

分に言い聞かせました。SGEPSSの運営委員で運営

に関わっていたのは第 26 期-27 期（2011-2014 年

度）ともう 10年ほども前のことになり、最近は多

忙のため総会・講演会にもなかなかフル日程参加

はできていない状況です。急いでリハビリに務め、

精一杯 SGEPSSに貢献できるよう、また日本の科学

の発展に貢献できるように尽力してまいります。

どうか、会員の皆様のご理解、ご協力をお願いし

たいと存じます。よろしくお願いいたします。 

地球電磁気・地球惑星圏学会は、1947年に設立

された日本地球電気磁気学会を前身としており、

76年の歴史を有する大変伝統ある学会です。太平

洋戦争の敗戦後、わずか二年での学会設立でした

が、多くの人員、多くの建物、そして多くの資料

を失った直後の学会の設立は大変なことだったと

想像します。多くの先人・先輩方の想像を絶する

ご尽力のおかげで、地球電磁気学分野では、戦前・

戦中の観測研究が敗戦で途切れてしまうことなく、

日本国が独立を回復することを待たず継続してき

たことを忘れてはならないと思います。その継続

的研究はのちに国際地球観測年（IGY）の推進、と

りわけ我が国の南極観測への参加に大きく貢献し、

同じく IGY の時代に始まった宇宙開発・宇宙理学

方面とともに地球電磁気・地球惑星圏分野の我が

国での研究が世界のトップグループとして今日ま

で続く発展につながったことは今一度リマインド

しておくべきことかと思います。この間の歴代の

優秀な先輩方のご貢献が必須であったことは、も

ちろん言うまでもありません。 

冒頭に述べましたように激変の時代に見える本

年、地球電磁気・地球惑星圏学会の副会長を務め

るにあたり、先輩方の奮闘の歴史を胸に精進し、

優秀な運営委員の皆様とともに塩川会長の率いる

SGEPSS の活動に貢献したいと存じます。重ねて、

皆様のご理解・ご支援、またご助言をよろしくお

願いいたします。 

第 32 期役員選挙の結果 

第 32 期役員選挙の投票が 1 月 27 日に締め切ら

れました。その後、開票結果を元に、塩川和夫新

会長を中心とした会長枠の検討の結果、以下のよ

うに確定しましたのでお知らせします。 

 

=== 選挙結果 ==== 

（1）副会長 開票結果 

投票者数 222 
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氏名        得票数 

------------------------------ 

中村卓司  49  当選 

清水久芳  28  次点 

石井守    13 

小原隆博  13 

（以下は、8票以下） 

 

（2）評議員 開票結果 

投票者数 228 

 

順位 氏名   得票数 

------------------------------ 

前会長 山本衛      （自動的に当選） 

1    石井守   98 当選 

2    大村善治  93 当選 

3    齋藤義文  91 当選 

4    清水久芳  91 当選 

5    中川朋子  88 当選 

     中村卓司  87 （副会長に就任） 

6    山崎俊嗣  81 当選 

7    橋本武志  80 当選 

8    小原隆博  72 当選 

9    関華奈子  32 当選 

     吉川顕正  27 会長枠 

     松岡彩子  25  

     小川康雄  24 会長枠 

     高橋幸弘  20 

 （以下は、18 票以下） 

 

上位 9 名を選出後、内規第 2 条第 2 項の定めに

従い、新会長は新旧評議員と協議の上、研究分野

のバランスを考慮し、さらに 2名を選出しました。

山本衛第 31 期会長を加えた 12 名が第 32 期評議

員になります。 

なお、評議員の選出について、内規第 2 条第 2

項で、「(前略) 得票数の順位に従って上位 9 名

を当選者とする。なお得票同数者がある場合には

年長者を当選者とする。評議員については、選挙

で選ばれても辞退することができる。（中略）新

会長は新旧評議員と協議の上、さらに 2 名まで選

出することができる」と定められています。 

（3）運営委員 開票結果 

投票者数 257 

 

 

順位 氏名    得票数 

------------------------------ 

1 三好由純 199 当選 

2 阿部修司 188 当選 

3 今村剛   181 当選 

4 中溝葵   180 当選 

5 大矢浩代 179 当選 

6 片岡龍峰 179 当選 

7 臼井洋一 176 当選 

8 高橋太   172 当選 

9 浅村和史 170 当選 

10 横山竜宏 166 当選 

11 原田裕己 153 当選 

12 山谷祐介 150 当選 

13 柿並義宏 146 当選 

  齋藤武士 137 会長枠 

  市來雅啓 134 会長枠 

  笠羽康正 127 会長枠 

（以下は、5票以下） 

 

運営委員の選出について、内規第 2条第 3項で、

「(前略) 合計得票数の順位に従って上位 13名を

選出する。得票数が同数の場合は年長者を上位と

する。新会長は運営委員会の継続性ならびに運営

委員所属機関等のバランスを考慮し、新副会長、

新旧運営委員と協議の上、定数 16 名の残り 3 名

を選出する。」と定められており、内規に従って

「会長枠」の 3名が選出されました。 

 

（第 31期運営委員・総務・津川卓也） 

第 31 期第 2 回臨時運営委員会 

報告 

日時：2023 年 2月 24日(金) 17:00-19:40 

会場：Zoom オンライン 

出席者（総数 18名、定足数 11名）：山本衛 (会

長)、塩川和夫 (副会長)、浅村和史、阿部修司、

今村剛、臼井洋一、海老原祐輔、大矢浩代、笠羽

康正、坂中伸也、佐藤光輝、高橋太、津川卓也、

山谷祐介、行松彰、山本裕二、横山竜宏 

一部出席：三好由純（18:30-） 

 

議事： 
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01. 国際学術交流事業の審査 

★若手派遣・海外研究者招聘審査 

 国際学術交流・研究集会補助  

⮚ 応募無し 

 国際学術交流・外国人招聘 

⮚ 1件の申請有り。審議の結果、承認した。 

 国際学術交流・若手派遣 

⮚ 2 件の申請有り。審議の結果、ともに 35

万円を上限として助成することで、承認

した。 

 

02. 学会費長期未納者の対応について 

 会費長期未納者の対応について議論した。 

 

03. 将来構想 WG 

 学会の将来構想文書「地球電磁気学・地球惑

星圏科学の現状と将来」の 2022 年度改訂版を

2023年 1月 27日に発行し、学会のホームペー

ジに掲載した。 

 

04. 共催関連 

 第 31 回衛星設計コンテストの共催を承認し

た。 

 開催概要 

⮚ 開催日時：2023 年 11 月 25 日 （最終審査

会） 

⮚ 開催場所：ハイブリッド（一橋記念講堂、

および、オンライン） 

⮚ 主催：日本機械学会、日本航空宇宙学会、

電子情報通信学会、地球電磁気・地球惑星

圏学会、日本天文学会、宇宙航空研究開発

機構、宇宙科学振興会、日本宇宙フォーラ

ム、日本ロケット協会 

⮚ Web：http://www.satcon.jp/ 

 

05. その他 

05-1. 役員選挙関連 

 商用サービス【 e 投票】 https://www.e-

tohyo.com/ を利用してオンライン選挙を実

施した。初のオンライン選挙であったが、特

に大きな混乱はなく、選挙が実施できた。選

挙案内メールの不達が少数あり可能な範囲で

対応したが、今後は選挙の十分前に会報での

周知を早めにする等の対応を行う。 

 選挙結果（2月 8日 sgepsallに告知済み）に

ついて、改めて確認した。 

 2023年度は選挙が無いため e投票の利用は停

止し、2024 年度に次期選挙を実施予定。休止

中は費用発生しない。 

05-2. 日本学術会議関連（総務担当） 

 「未来の学術新興構想」の策定に向けた「学

術の中長期研究戦略」 

⮚ 秋学会総会（11/6）及び会員メーリングリ

ストにて、SGEPSSを母体とする提案につい

て検討されている課題について情報提供

の依頼を実施し、5件の情報提供があった。

運営委員及び評議員の審議を経て、SGEPSS

としてすべて承認する方針とした。 

✧ 【SGEPSSからのエンドーズを希望】 

 国際宇宙探査計画と連動した火星

宇宙天気・気候・水環境探査(MIM)

計画 

⮚ 情報提供者：関華奈子会員、提案

団体：日本惑星科学会 

 惑星科学、生命圏科学、および天文

学に向けた紫外線宇宙望遠鏡計画

(LAPYUTA) 

⮚ 情報提供者：土屋史紀会員、提案

団体：日本惑星科学会 

 機動的観測の展開による南極域の

環境変動の解明と全球への影響評

価 

⮚ 情報提供者：野木義史会員、提案

団体：国立極地研究所 

 太陽地球系結合過程の研究基盤形

成 

⮚ 情報提供者：山本衛会員、提案団

体：京都大学生存圏研究所 

✧ 【SGEPSSからの提案を希望】 

 地球電磁気学と考古学・人類学の

連携による完新世・人新世研究の

新たなパラダイム構築 

⮚ 希望者：畠山唯達会員 

 協力学術研究団体への実態調査 

⮚ 日本学術協力財団から依頼があり、対応し

た。 

05-3. JpGU 時の総会について 

 開催形態等について意見交換を行った。 

 別件で、JpGU学協会展示ブースの募集受付

開始予定である旨が報告され、例年通り、

ブースを申し込む方針について確認した。 

05-4. 学校教育 WGについて 

http://www.satcon.jp/
https://www.e-tohyo.com/
https://www.e-tohyo.com/
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 経緯と現状の概略 

⮚ EPSU(地球惑星科学合同大会運営機構)や

JpGU発足前から「地学教育」に関する対

応呼掛があり、SGEPSSでも運営委員会が

呼応して対応してきた。 

⮚ 「高校地学教育 WG」(2003-2004頃)、「学

校教育 WG」(2005-2010 頃)での比較的大

きな活動（文科省の学習指導要領改訂へ

の対応・提言、JpGU教育検討委員会への

対応が目的）があり、教科書発刊も行わ

れた。その後現状では事実上休眠状態。 

⮚ JpGU 教育検討委員会が継続的に活動。

SGEPSSは学会として現在メンバーを送り

込んでいない。 

 今期運営委員会他での議論・検討結果 

⮚ 学会と小中高を結ぶなど、当該 WG が担う

役割は重要であり、受け皿として存続の

必要性を再認識。 

⮚ JpGU 内で閉じる形のみとする等で、

SGEPSSが直接関係しない状況は現状では

望ましくない。 

 今後の取扱いについて、意見交換を行った。 

05-5. その他 

 次回運営委員会：3 月末～4 月初旬。各担当

から、申し送りなど含め、総括。 

 秋学会の開催が通常に比べて 2 ヶ月早いの

で、注意が必要。 

 

（第 31期運営委員・庶務・山本裕二、横山竜宏） 

第 31 期第 9 回運営委員会報告 

日時：2023 年 4月 3日(月) 10:00-13:00 

会場：Zoom オンライン 

出席：（総数 18名、定足数 11名）：山本衛 (会

長)、塩川和夫 (副会長)、浅村和史(～10:30）、

阿部修司、今村剛、臼井洋一、海老原祐輔、大矢

浩代、笠羽康正（～12:00）、坂中伸也、佐藤光輝、

高橋太、津川卓也、三好由純（10:30-12:30退席）、

山本裕二、行松彰、山谷祐介（11:30-12:00退席）、

横山竜宏、 

オブザーバ：中村、原田、柿並（10:30～）、片岡、

中溝、市來、齋藤 

 

議事： 

01. 協賛・共催関係 

 承認済みの協賛 1件を報告。 

日本流体力学会年会 2023 

開催日時：2023 年 9月 20〜22日 

開催場所：東京農工大学 小金井キャンパ

ス 

主催：日本流体力学会 

 

02. 会員関係 

 入会申請（学生会員）が 1 件あったが、紹介

会員欄が空欄であったため、紹介会員を記入

して申請するように差し戻すこととする。 

 その他の申請については承認。 

⮚ 会員種別変更：学生→一般 3名、一般→

海外 1名 

⮚ 退会申請：正会員（海外）1 名、正会員

（一般）1名、学生会員 3名 

 

03. 会計関係（会計担当） 

 JpGU会期中の学協会デスクの設置を申し込ん

だ。事務局から 2 日間デスクに来て頂き、会

費納入デスクを設置する。 

 長期未納者の状況について報告があった。 

 2022年度の一般会計状況について報告。対面

での活動が再開されてきた。予算超過項目も

あるが、大幅な差異は生じない見込みである。 

 

04. 国際学術交流外国人招聘と国際学術交流若手

派遣（助成担当） 

 R5年度/第 1回募集の予告メールを送付した。 

 要検討事項について、共有した。 

⮚ コロナウイルスに対する特例対応をいつ

まで行うか？ 

⮚ 近年、30万円を大幅に超過する申請が増

えている。若手派遣・外国人招聘の上限

額の扱いをどうするか？ 

⮚ 修士課程学生への支援のあり方をどうす

るか？ 

 

05. 各種賞推薦状況（総務） 

 学会から推薦した候補者の状況について報告 

 大林奨励賞、フロンティア賞の申請の押印を

不要とした。 

 学会特別表彰は春の総会で表彰式を行う。 

 長谷川・永田賞の選考委員会設置については

32期に継続。 



- 6 - 
 

06. 秋学会関係（秋学会担当、オンライン開催 TF、

学生発表賞担当） 

 2023年秋学会の概要について 

⮚ 日時：2023年 9月 23日(土･祝)-27日(水)  

アウトリーチ 23 日 

⮚ 会場：東北大学青葉山北キャンパス（総

会、講演会） 

仙台市天文台（アウトリーチ） 

⮚ 大会委員長：笠羽康正会員（東北大学） 

⮚ 大学内の会場を利用するため、会場費用

の支出は無し。 

⮚ 今後スケジュールについて確認：5 月 29

日 投稿受付開始、6 月 27 日 投稿締切

（延長無し） 

 新投稿システムは改修終了し TF も終了。2年

以上使われていない会員データは削除する方

針。 

 オンライン開催 TF は 2022 年未稼働。今後も

不要の見込み。 

 秋学会の保育室について、具体的な検討はま

だ始めていない。男女共同参画で利用希望調

査を行う。 

 2024 年の秋学会の開催地についても検討す

る。 

 学会の参加区分として、「報道関係」がこれま

で用意されていなかった。検討を進める。 

 

学生発表賞関連の総括 

 オンライン、対面開催ともに問題なく実施で

きた。事務局の尽力によるところが大きい。 

 申し送り事項： 

⮚ オーロラメダルの人数について：15-20名

について 1 人という目安がどの程度厳格

か。内規の文言を修正する。 

⮚ 優秀発表者について、位置づけや名称に

ついて要検討。意義はあるが正規の賞で

はない。 

 

07. アウトリーチ活動（アウトリーチ担当） 

 2022年度秋学会一般公開イベント 

⮚ 日時場所：2022 年 11 月 3日(木･祝)（秋

学会初日）、相模原市立産業会館 

⮚ コロナ感染症拡大後初（2019年熊本以来）

の現地開催（完全事前申込制）をアウト

リーチ部会主導で実施、盛会となり事後

処理を含め全て完了済。 

 2023年度秋学会一般公開イベント 

⮚ 日時：2023 年 9月 23日（土･祝、秋学会

初日） 

⮚ 会場：仙台市天文台（2008年度秋学会時

イベントと同会場）を予定 

⮚ 例年より約 1.5 カ月程早い 9 月開催のた

め、準備を例年の JpGU頃から前倒しし、

2023 年 3 月 16 日に、アウトリーチ部会

による本イベント準備のための Kick off

会議を開催した。LOCアウトリーチ担当、

32期担当運営委員も可能な範囲で参加。

大方針、会場、役割分担、スケジュール概

略等を決め、今後詳細を詰めて準備を進

められる予定。 

⮚ 科研費を含む外部資金は現状申請してお

らず、アウトリーチ配分経費での開催と

なる。 

 衛星設計コンテスト 

⮚ 1 月 13 日に第 31 回衛星設計コンテスト

第 1 回実行委員会がオンライン開催され

行松委員出席。 

⮚ 第 31 回コンテストのスケジュールの概

要： 

✧ 4 月 3 日(月)～5 月 15 日(月) 参加

登録受付（sgepssallで周知済） 

✧ 7月 3日(月) 作品提出締切 

✧ 8月下旬～9月上旬 第 1次審査結果

通知 

✧ 11月 25日(土) 最終審査会（一橋記

念講堂（東京）、ハイブリッド開催） 

⮚ SGEPSS 宛に共催（共同主催）依頼と委員

派遣依頼があり、共催、および、審査委員

（今井一雅会員(高知高専)）、企画委員

（田所裕康会員(千葉経済大)）について

は、前回臨時運営委員会迄に承認済。 

⮚ 審査委員派遣依頼は 4 月に届く予定。実

行委員（32期担当運営委員）、審査委員、

企画委員の委嘱手続きを 32 期で 4 月に

行う（尚、会長は自動的に実行委員とな

る）。 

 地学オリンピック対応 

⮚ SGEPSS協賛（協賛承認、協賛金支払済）。 

⮚ スケジュール：第 15 回地学オリンピッ

ク：2022 年 9 月 1 日～11 月 15 日参加募

集、12 月 18 日一次予選(online)、2023

年 1月 22日二次予選、3月 12-14日本選
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（3月 14日国際大会代表最終選抜、茨城

県つくば市）、2023 年 4～8 月：国際地

学オリンピック代表研修、2023 年 9 月

頃：第 15 回国際地学オリンピック

（https://www.ieso-info.org/）。 

⮚ 2月上旬、例年同様に 3月の国内本選（最

終選抜）参加者向けの学会 PR ツール

(65+5部)募集があり、学会パンフレット

とノベルティ（下敷き）各 70部を送付の

対応を行った。 

 講師派遣 

⮚ 2023年 1月に筑波大学附属中学校から 2-

3 月頃の講師派遣希望があり、講師派遣

対応をした。 

⮚ 講師派遣リストの更新、対応方法の明確

化の作業をアウトリーチ部会と行った。 

⮚ 2022 年 12 月に sgepssall で講師登録募

集を行い、5名の講師新規登録・Web掲示

を行った。今後も追加募集・登録を募る

予定。 

 STEPLE 代表は 2023 年 4 月より吹澤瑞貴会員

（極地研）に交代。 

 

08. 男女共同参画関係について（男女共同参画担

当） 

 男女共同参画学協会連絡会第 21 期第 1 回運

営委員会 

⮚ 日時：2022 年 12 月 14 日（水）13：00-

15：00 

⮚ 場所：オンライン開催、出席：坂中、大

矢、第 21期幹事学会：日本生態学会 

⮚ 学協会連絡会シンポジウム報告や大規模

アンケートの報告等があった。 

 男女共同参画学協会連絡会第 21 期第 2 回運

営委員会 

⮚ 日時：2023年 3月 27日（月）14：00-15：

30 

⮚ 場所：オンライン開催、出席：坂中、大

矢、第 21期幹事学会：日本生態学会 

⮚ 要望書「科学技術系分野における任期付

き研究者の雇用問題解決に向けての要

望 ：若手・氷河期世代研究者の待遇改善

が研究力強化につながる」が承認された。

また女子中高生夏の学校 2023 が 4 年ぶ

りに現地開催になることなどの説明が

あった。 

 男女共同参画学協会連絡会第 21 期第 3 回運

営委員会（予定） 

⮚ 日時：2023年 8月 30日（月）14：00-16：

00 

⮚ 場所：オンライン開催 

 男女共同参画学協会連絡会（一般社団法人）

第 21期分担金 

⮚ 地球電磁気・地球惑星圏学会には 1 万円

請求予定（5月末までに納付） 

 女子中高生夏の学校 2023～科学・技術・人と

の出会い～ 

⮚ 日時：2023 年 8月 5日（土）－7日（月） 

⮚ 場所：国立女性教育会館（埼玉県比企郡

嵐山町） 

⮚ 8 月 6 日午前：実験・実習、8 月 6 日午

後：ポスターセッション 

⮚ 4月に事前調査アンケート、5月から正式

な募集を開始（予定） 

 第 20 回男女共同参画学協会連絡会シンポジ

ウム 

⮚ 日時：2023 年 10 月 14 日（土）10：00-

16：30（予定） 

⮚ 場所：東京大学弥生講堂 一条ホール・オ

ンライン 

 

09. ウェブ関係・ウェブページ更新 TF（広報 Web

担当） 

 ウェブサイトの各更新を実施。 

⮚ オンライン選挙ページの作成（選挙期間

のみの臨時的措置）。 

⮚ 賛助会員の追加（ZAZA株式会社） 

 ウェブグラフィックの使用許諾伺いへの対

応。 

⮚ CCライセンスにもとづいて使用を認める

方向で対応する。 

 

WEB更新 TF 

 新ウェブページへの移行完了に伴い 3月 31日

付けでウェブページ更新 TF の活動を終了し

た。30 期、31 期と 2 期に渡り TF において中

心的役割を担って頂いた銭谷会員、中村会員

に対して謝意を表した。 

 旧サイトは OLD へ移動、徐々にフェードアウ

トさせていく予定。 

10. メーリングリスト関係（広報 ML担当） 

https://www.ieso-info.org/
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 月例のメーリングリスト更新を実施。 

 賛助会員特典としてのお知らせメール配信に

ついて次期で進める予定。 

 

11. 会報関係（広報 会報担当） 

 会報 247 号スケジュールについて審議し、決

定した。 

 目次について確認。分科会報告は 1 年以上報

告の無い分科会に記事を依頼。波動分科会、

CA分科会、内部磁気圏分科会。 

 

12. EPS 関係 (雑誌担当) 

 2022年は 187本出版。2023年は現在までに 34

本/3.5 か月。 

 R4収支は 400万円の黒字見込み。R5予算につ

いて、会計業務委託先が変更になり「謝金」が

大幅に増加見込み。 

 EPS 賞を決定。 

⮚ EPS Excellent Paper Award 2022 

⮚ EPS Young Researcher Award 2022 

 APC 割引の手続きフローが変更。メール、ウェ

ブの手続きを確認。 

 EGU の JpGU ブースで冊子配布を行う。JpGUで

もブース出展予定。 

 EPS 科研費申請：今年が最終年度。次期の申請

の検討を進める。 

 

13. 連合対応（連合対応） 

 連合大会プログラム委員と連合対応の担務に

ついて今後は一本化したい。次期で検討。 

 総括：SGEPSSと JpGU の接続について。積極的

な JpGU との連携と役割分担を勧めたい。 

 

14. 将来構想 WG（将来構想 WG担当） 

 将来構想文書の完成版を 1 月 27 日に公開し

た。Googleクラウドを利用して原稿作成した。

改定の頻度について引き続き検討。 

 将来構想文書の位置付けについて 

⮚ 今回の改訂では基本的な構成を前回版か

ら大きく変えないことにした。前回版と

同様、様々な用途での活用を想定した内

容が多岐にわたる長大な文書となった。

構成を大きく変える場合には早急に検討

して執筆体制を決める必要がある。 

⮚ 改訂の頻度について引き続き検討する必

要がある。文書の内容が多岐にわたるた

め高頻度の改訂は負荷が大きいが、間が

空きすぎると学会外からの要請にタイム

リーに対応できなくなる。JAXAの RFIに

ついては衛星ロードマップ策定タスク

チームが担当するなど、別途対応するこ

とも考えられる。 

 WGのタスクとして挙げていた以下の点につい

ては十分な活動ができなかった。 

⮚ データ問題、アウトリーチ、教育、会員数

減少問題といった問題への対応 

⮚ マスタープラン、科学技術基本計画、宇

宙基本計画などに関する議論の場 

ただし、データ問題、広報、人材育成など

の問題については将来構想文書にまと

まった記述を新たに掲載し、問題の整理

を試みた。 

 分科会連絡会合は 2022年は未開催。 

 

15. その他 

   15-1. JpGU時の総会について（庶務） 

  5 月 24 日昼休み開催で確定。部屋確保は次

期に引継ぎ。 

  15-2. 「個人情報取り扱い内規」の改訂につい

て（庶務） 

 学会事務局の住所が古いものになっていたの

で、改訂した。 

 

16. 各担当からの総括 

 16-01. 総務 

 内規改訂、名誉会員推挙、学会特別表彰、外部

受賞者、選挙オンライン化が今期の成果とし

て挙げられる。会員数維持は今後の課題であ

る。 

 16-02. 庶務 

 入退会処理、協賛依頼等、PACが適切に対応。

MMBが 2026/03/31に運用終了予定。オンライ

ン化に伴い、議事録準備に時間の余裕が生ま

れた。運営委員会と評議員会を学会開催前に

開催するメリットが大きかった。総会前の運

営委員打ち合わせのような顔合わせの場もあ

るとよい。 

 16-03. 会計 

 コロナ期間のため支出は大幅に減少。予算と

しては赤字予算。 

 オンライン化で旅費は削減できた。 

 16-04. EPS 
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 5 学会との連携を強化したい。学会 SNS を活

用するなど、社会に発信する方策の検討。 

 16-05. 秋学会 

 2021 年完全オンライン、2022 年ハイブリッ

ド、無事終了することができた。 

 Google ドライブによるファイル共有が有用

だった。 

 16-06. 助成 

 31期の前半はコロナで応募無しの状況が続い

ていたが、後半では申請が増えてきた。 

 16-07. 連合大会プログラム委員 

 SGEPSS 関係の受賞報告を、どの「レベル」の

ものについて、JpGU受賞ページに登録して載

せるか。タイミング・方法の検討が必要。 

 16-08. 連合対応（環境・災害） 

 JpGU環境災害対応委員として参画。委員会は

年 1-2 回開催される。「プログラム委員」と

担当を統一して一括対応とするのが良さそ

う。 

 16-09. 広報（Web） 

 Web 更新完了。ML担当と協力して掲示板（アー

カイブ）にパスワードを設定した。 

 掲示板に個人情報が含まれるものが誤って投

稿される場合があり、投稿の可否を Web 担当

が手作業で承認作業を行っていた。この作業

は結構な負担であった。 

  16-10. 広報（ML） 

 賛助会員特典と内規の改訂について次期に継

続。 

 16-11. 広報（会報） 

 予定通り 241-246 号を発行した。投稿規定、

テンプレートがあると編集作業の負担が減

る。 

 会報記事の著作権について、30期からの引き

継ぎ事項であったが、31期では進展無し。 

 会報コンテンツについて、運営関係の情報が

大半で研究紹介に関する記事など学生向けの

読み物がない。以前はリレー掲載があった。 

 役員選挙の案内について、会報で事前にアナ

ウンスする。 

 16-12. アウトリーチ 

 アウトリーチ部会の学会内規を制定し、部会

の位置付け、運営委員との関係などを明確化

した。 

 秋学会一般公開イベントについて、初となる

オンラインイベント（含ライブ配信）、およ

び、コロナ後初の現地開催イベントを成功裡

に実施できた。 

 プレスリリースを 2 年で 2 度秋学会にあわせ

て実施した。秋学会会場での報道関係の受付・

対応方法は秋学会担当や LOC と共に次期に向

け要検討。 

 衛星設計コンテストに引続き参画し、2022 年

度はハイブリッド開催を実施できた。 

 講師派遣の運用を見直し、講師リストを更新

した。 

 懸案となっていた学会パンフレットやチラシ

の更新、ノベルティの新規制作も実施し、学

会の視認性や発信力向上に務めた。 

 科研費の現状および採否の原因分析と対策に

ついて検討した。外部資金獲得については検

討を継続願いたい。 

 その他、地学オリンピックや女子中高生夏の

学校に協力した。 

 休眠中の学校教育 WG の活動、JpGU 教育検討

委員会との連携について議論を深めた。教育

問題や人材育成の重要性に鑑み、次期によい

方向での解決を願いたい。 

 将来構想文書改訂に伴い、部会や男女共同参

画担当と協力して検討・対応を行った。学会

のアウトリーチのあり方や方向性についての

検討の重要性から、次期の議論の深化を期待

する。 

 16-13. 男女共同参画 

 ダイバーシティ推進 WGのアンケート、報告書

を公開した。 

 女子中高生夏の学校を開催。今年度の夏の学

校は現地開催となる。 

 秋学会保育室は設置しなかったが、今後は増

えてくる可能性。 

 16-14. 学生発表賞 

 16-15. 3学会合同プラズマ 

 16-16. 将来構想検討 WG 

 16-17. 会長より 

 雑誌発行は学会の成立要件であり、本質的に

EPS運用が非常に重要である。 

 会員減少対策について引継ぎ継続。会費の値

上げにつながる可能性もある。 

 JpGU、学術会議の対応について。 

 今後の検討課題： 

⮚ AI、人工知能の利用について 

⮚ デュアルユースについて 
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（第 31 期運営委員・庶務・山本裕二、横山竜宏） 

第 32 期第 1 回運営委員会報告 

日時：2023年 4月 3日(水) 13:30-14:30  

場所：Zoom会議  

出席(総数 18 名、定足数 11名)： 塩川和夫（会

長）、浅村和史 、阿部修司、市來雅啓、今村剛、

臼井洋一、大矢浩代、笠羽康正、片岡龍峰、齋

藤武士、高橋太、中溝葵、原田裕己、三好由純、 

山谷祐介、横山竜宏  

欠席：中村卓司、柿並義宏、笠羽康正 

 

1. 会長挨拶 

はじめに塩川会長より挨拶があった。 

 

2. 第 32期運営委員役割分担の確認 

● 役割分担は以下の通り。 

• 会長： 塩川和夫 

• 副会長： 中村卓司 

• 総務： 横山竜宏  

• 庶務： 三好由純(主)、 笠羽康正 

• 会計： 大矢浩代(主)、原田裕己、浅村和史 

• 雑誌： 臼井洋一(主)、山谷祐介、柿並義宏 

• 秋学会： 高橋太(主)、今村剛、阿部修司 

• 広報 Web： 阿部修司(主)、高橋太、片岡龍峰 

• 広報 ML： 山谷祐介(主)、中溝葵 

• 広報会報： 齋藤武士(主)、大矢浩代、原田

裕己 

• アウトリーチ： 浅村和史(主)、片岡龍峰、臼

井洋一、中溝葵 

• 男女共同参画： 中溝葵(主)、大矢浩代 

• 助成金： 柿並義宏(主)、市來雅啓、笠羽康

正 

• 学生発表賞： 今村剛(主)、阿部修司、市來 

雅啓、臼井洋一 

• 3学会合同プラズマ対応： 原田裕己 

• 連合大会プログラム委員： 市來雅啓(主)、柿

並義宏 

• 連合対応： 笠羽康正(主)、齋藤武士 

• 将来構想検討 WG：片岡龍峰(主)、齋藤武士、

今村剛 

(主)主担当 

3. 次回運営委員会・評議員会・総会 

以下の通り連合大会期間に連動する会議日程を

確認した。 

● 運営委員会:5月 20日（土）09:00(オンライ

ン） 

● 評議員会:5月 21日（日）18:30 (ハイブリッ

ド） 

● 総会 :5月 24日（水）12:30-13:30（ハイブ

リッド) 

 

4. そのほか 

前期から議題の一つとなっている会員数拡大に

ついて、考えられる案の紹介があった後、意見

交換を行った。今後、準会員の制度を検討して

いくことになった。 

 

（第 32期運営委員・庶務・三好由純、笠羽康正） 

第 153 回総会開催のご案内 

第 153 回総会を日本地球惑星科学連合 2023 年

大会の会期中、下記のとおり開催します。 

日時：2023年 5 月 24 日(水）12:30～13:30 

会場：幕張メッセ国際会議場 105 室（日本地球惑

星科学連合 2023 年大会会場）と Zoom によるハイ

ブリッド開催 

  学会賞授与や重要な議事がありますので、会員

の方は是非ご出席ください。現地会場にて出席さ

れる場合は連合大会の参加登録が必要です。やむ

を得ず欠席される場合には、事前に委任状の提出

をお願い致します。Zoom接続情報と電子委任状提

出方法は学会メーリングリスト(sgepssall)にて

後日ご案内します。 

 

（第 32 期運営委員・総務・横山竜宏） 

学会費納入についてのお知らせ 

2023年度学会費納入をご案内いたします。所定

の方法によってお支払いいただきますようお願い

申し上げます（納入期限：7月 31日）。学会の様々

な活動を支える財政基盤は会員の皆様に納入して

いただく会費にあり、未払いがありますと健全な

学会運営に重大な支障をきたします。督促作業に
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は経費とともに人的コストも相当かかりますので、

期限までの納入への皆様のご協力を切にお願い申

し上げます。 

なお、学生会員については秋学会への参加費と

して会費が領収されますので、今回の学会費納入

案内は行いません（正会員へ移行となる会員には

案内をお送りします）。 

当学会の会費納入は以下の 4 つの方法よりお選

びいただけます。 

(1) 銀行振込（校費払いも可能） 

(2) 銀行口座自動引き落とし（7 月下旬に引き

落とし予定） 

(3) クレジットカード払い 

(4) JpGU 会場 SGEPSS デスクでの支払い（現金

のみの取り扱い） 

学会費の支払い方法変更については随時受け付

けておりますが、基本的には翌年度の支払い時か

ら有効となります。もし今年度の学会費支払い方

法を変更されたい場合は、至急事務局（sgepss

pac.ne.jp）にご連絡下さい。 

銀行口座自動引き落とし、およびクレジット

カード払いについては、学会が手数料を負担しま

す。毎年の支払いの手間を省くには、銀行口座自

動引き落としが便利でお勧めです。ご希望の会員

は書面による手続きが必要となりますので、事務

局へお問合せください。 

2023年度 JpGU会場の SGEPSS学会デスクにおけ

る会費支払いは、5月 23日（火）の 13:00-18:00、

および 24 日（水）の 9:00-17:00 に受け付ける予

定です。 

 

（第 32 期運営委員・会計・大矢浩代、浅村和史、

原田裕己） 

地球電磁気・地球惑星圏学会

2023 年秋季年会のお知らせ 

  地球電磁気・地球惑星圏学会 2023 年秋季年会

（第 154回総会・講演会・一般公開イベント）を、

2023年 9月 23日（土）-9月 27 日（水）（9/23：

一般公開イベント。9/24-27：総会・講演会。場所：

宮城県仙台市。LOC：東北大学）を中心に開催しま

す。講演予稿の投稿期間は 5月下旬-6月下旬を予

定しています。皆様のご参加・ご講演をお待ち申

し上げます。 

特別セッションの募集 

2023 年秋学会の講演会（9 月 24 日（日）-9 月 27

日（水））開催に向けて、「特別セッション」のご

提案を広く会員の皆様から募集します。「特別セッ

ション」の詳細は下記の通りです。次の内容を添

えてご応募下さい。 

 

    1. コンビーナー: お名前、ご所属、ご連絡先 

    2. セッションタイトル（日本語および英語） 

    3. セッション内容説明 

    4. 特別セッションとして行う意義 

    5. セッションの規模（参加見込人数） 

 

応募先：fm sgepss.org 

締切： 2023年 5月 8日（月） 17:00 

 

ご応募頂いた提案は、運営委員会で検討の後、採

択が決まったご提案について会報やホームページ

等で周知させて頂きます。多数のご応募をお待ち

しております。尚、ご質問等は運営委員会・秋学

会担当委員までご連絡下さい。 

 

（第 32期運営委員・秋学会担当・高橋太、今村剛、

阿部修司） 

 

記 ： 「 特 別 セ ッ シ ョ ン 」 に つ い て 

 学会及び秋の講演会の活性化を図るために、秋

学会では「特別セッション」を設けています。「特

別セッション」は、次のような内容を議論する場

として位置づけられています。 

 

• レギュラーセッションとは別枠で議論する話題

性のある内容（時機にあった話題、重要テーマ

など） 

• 当学会内、また他学会も含めたような、分野横

断的な内容 

 

特別セッションでは、講演数の制限を緩め、レギュ

ラーセッションと重複した講演申込も可能となっ

ています。 

 

これまで開催された特別セッションは以下の通り

です。 

2022：SGEPSS・天文学会・物理学会合同セッショ

ン:室内実験・惑星・天体プラズマの普遍性と多

様性 



- 12 - 
 

2021：2030 年代を見据えた学会将来構想 

 SGEPSS における研究データマネージメント 

2020: 論文が書ける研究データ管理・出版・引用：

データの新しい役割を見据えて 

2018: 「あらせ」および多衛星・地上連携観測に

よるジオスペース研究の進展 

2017: あらせ衛星/地上観測によるジオスペース

研究の新しい展開 

2016: 考古学と地球電磁気学 

2015: 大型大気レーダー観測の新時代に向けて 

      アジア・オセアニア国際連携による宇宙惑

星系探査・観測の新機軸 

2014: ひさき衛星（EXCEED）の成果と期待する科

学 

2013: 国際宇宙ステーションからの地球大気・プ

ラズマ観測による新展開 

2012: 地殻・大気・電離圏結合 

      地球電磁気・地球惑星圏科学の将来構想 

2011: 電離圏変動と地震の関係 

2010: SGEPSS における最新の月科学：「かぐや」

から次の時代へ 

2009: 月周回衛星「かぐや」観測による STP研究

の新展開 

2008: 南極昭和基地大型大気レーダーによる超高

層大気研究の新展開 

      地震学と地球電磁気学の境界領域研究 

2007: STE 研究における地上ネットワーク観測の

現状と将来展望 

      SGEPSS 創立 60 周年記念特別セッション：

地球電磁気学の歩み 

2006: 地上－衛星観測・データ解析・モデリング

の統合型ジオスペース研究に向けて 

      地球惑星磁気圏探査：将来計画～これから

を黄金の 20年とするために～ 

2005: 宇宙進出と STP 科学の接点 

      SGEPSSにおける小型衛星の可能性 

2004: 宇宙天気 

 

また、2023年度のレギュラーセッションは以下の

予定です。 

R003: 地球・惑星内部電磁気学（電気伝導度、地

殻活動電磁気学） 

R004: 地磁気・古地磁気・岩石磁気 

R005: 大気圏・電離圏 

R006: 磁気圏 

R007: 太陽圏 

R008: 宇宙プラズマ理論・シミュレーション 

R009: 惑星圏･小天体 

R010: 宇宙天気・宇宙気候 ～観測、シミュレー

ション、その融合～ 

R011: データシステム科学 

国際学術交流若手派遣 

LPSC 参加報告 

尾沼日奈子 

この度、本学会の国際学術若手派遣事業のご支

援をいただき、2023年 3月 13日から 17日にかけ

ま し て 、 Lunar and Planetary Science 

Conference (LPSC)（アメリカ合衆国・ヒュースト

ン）に参加させていただきました。このような貴

重な機会を与えて下さいました本学会関係者の

方々に深く感謝申し上げますと共に、その成果に

ついて御報告いたします。 

LPSCは、2000 人以上の科学者が参加する世界最

大の月・惑星探査に関する国際会議の一つであり、

惑星探査の成果発表を目的の一つとする会議です。

私は、日本の金星探査機「あかつき」で実施され

た電波掩蔽観測のデータを用いて、金星雲層にお

ける SO2混合比の鉛直分布の導出を行い、“Venus: 

The Heat is On”のセッションにてポスター発表

を行いました。今回の学会への参加は、自分の研

究発表はもちろんのこと、関連する最新の情報の

収集や海外の研究者とコンタクトを取るというこ

とも大きな目的でした。自分の発表においては、

米国や欧州で次期金星ミッション (VERITAS、 

DAVINCI、 EnVision)が採択されたこともあり、金

星大気組成の導出に対して大きな関心を持って貰

うことができました。今回の LPSC では、特に

VERITAS ミッションに関連した金星の地質や火山

活動に関する発表が多く、それらを研究する科学

者から「SO2の発生源の一つである火山と、大気中

の SO2 濃度分布の位置関係に着目してみると面白

いのでは？」という趣旨のコメントを頂くことが

できました。これまでは主に SO2 のローカルタイ

ム依存性に着目して研究を進めてきましたが、今

後は火山との関連性を調べるために SO2 濃度の地

理的依存性を調べると共に、下層大気における SO2

と地表面の鉱物との化学反応を含めた相互作用に

ついても視野に入れたいと思います。また、地球
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惑星科学だけでなく、天文学を専門とする研究者

ともお話しする機会があり、系外惑星の雲や大気

組成に関する文献を教えて頂くことができ、大き

な収穫となりました。 

会議全体を通しての印象としては、どのセッ

ションにおいても議論が活発で、学生や教授など

の立場に関係なく、全員が積極的に質疑応答に参

加している姿勢が大変よい刺激になりました。そ

して、海外の研究者の堂々としたプレゼンテー

ションに生で触れることで、自分の英語力の不足

を痛感することとなり、今後さらに成長していき

たいと感じることができました。 

今回が私自身の初めての国際学会参加であり、

海外の研究者と議論を交わす大変貴重な経験をす

ることができました。最後になりましたが、改め

て本学会の皆様に心より御礼申し上げますととも

に、今後も本事業が多くの若手研究者の国際会議

参加に際して大きな支援となることを強く願いま

す。 

 

分科会報告 

波動分科会活動報告 

小嶋浩嗣、松田昇也、 

諌山翔伍、松清修一 

○URSI-Japan Radio Science Meeting (URSI-JRSM 

2022) 

開催日: 2022年 9月 1日-2日 

開催場所: 中央大学後楽園キャンパス 

 

URSI(国際電波科学連合)の日本国内委員会が主

催する、 URSI-Japan Radio Science Meeting 

(URSI-JRSM2022)が、中央大学の後楽園キャンパ

スで、2日間にわたって行われた。 

URSI-JRSM は、電波科学が包含するすべての分

野における最新の研究やその動向、そして、将来

に向けた指針など、特にアジア地域の研究におけ

る知名度を高め、若手研究者の育成にもつながる

ことを目的としてかかげ、2014年に第一回を開催

し、2022年度は、4回目を数えた。SGEPSS からは、

特に、電離層伝搬(Commission G)、プラズマ波動

(Commision H)関連の研究者を中心に、最新の研究

発表とディスカッションを行った。また、招待講

演では、大矢浩代会員(千葉大)、庄田宗人氏(東京

大)に、それぞれ、VLF/LF波動観測による電離層伝

搬特性の研究と、太陽周辺におけるアルフヴェン

加速の研究についての講演を行って頂いた。 

 

○URSI-Japan Centennial Celebration Symposium 

1922-2022: Progress in Radio Science Research 

in Japan and the 100 Years Activities of the 

Japan National Committee of URSI (URSI 日本

生誕 100 周年記念シンポジウム 1922-2022－日本

の電波科学研究の発展並びに URSI日本の歩み－) 

開催日: 2022年 11月 12日  

開催場所: 日本学術会議講堂および Zoom 配信 

 

電波科学研究者による国際組織 URSI(国際電波

科学連合)の日本国内組織である URSI 日本が誕生

してから、2022 年は 100 年の記念の年であった。

その URSI日本生誕 100周年を記念した、国際シン

ポジウム「URSI日本生誕 100周年記念シンポジウ

ム 1922-2022－日本の電波科学研究の発展並びに

URSI日本の歩み－」が、行われた。シンポジウム

は一般公開とされた。 

シンポジウムでは、P. L. E. Uslenghi URSI会

長からのビデオメッセージに続き、URSI元会長の

松本紘会員をはじめとする来賓からの挨拶をいた

だき、URSI 日本 100年を振り返った。また、日本

における最先端の電波科学研究成果として、大村

善治会員(京大)が、宇宙空間におけるプラズマ波

動励起の能動実験について講演を行い、広く国際

的な視野での日本の研究成果を、研究者・一般の

方に向けて発信するよい機会となった。 
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○2022 年度名大 ISEE 研究集会 「内部磁気圏研究

会：最新の統合解析ツールを活用したプラズマ波

動解析ワークショップ」 

主催：名古屋大学 宇宙地球環境研究所 

共催：SGEPSS 内部磁気圏分科会、SGEPSS 波動分

科会、SGEPSS粒子加速研究分科会、 

電子情報通信学会 URSI 日本国内委員会 H 小委員

会、ERGプロジェクト、太陽圏サイエンスセンター 

開催日：2023年 3月 13-15 日 

開催場所: 金沢大学角間キャンパス、石川県立図

書館 

世話人：松田昇也（金沢大）、加藤雄人（東北大）、

永岡賢一（核融合研）、桂華邦裕（東大）、笠原慧

（東大）、笠原禎也（金沢大）、篠原育（ISAS/JAXA）、

三好由純（名大 ISEE） 

 

本研究集会は、最新の統合解析ツールを活用し

た内部磁気圏物理の観測的研究等に着目し、先端

解析手法の共有や最新研究成果に関する議論を目

的として開催した．研究集会は 3 日間の日程で開

催し、国内外計 18 機関から延べ 200 名を超える

参加者を集 めた．初日に は IDL/SPEDAS と

PySPEDASの解析環境構築と実践的な科学データ解

析を身に着けるための科学データ解析ワークショ

ップを開催し、参加者らは自ら解析ツールを操作

しながら、科学データ解析手法への理解を深めた．

参加者からの活発な質疑や、解析ツールに対する

要望・将来開発課題の洗い出しに繋がる議論が見

られ、本研究集会の狙いの一つである利用者から

のフィードバックを的確に得た．2 日目および 3

日目には計 41 件の科学解析報告がなされ、特に

実験室と宇宙プラズマにおける波動粒子相互作用

に着目した共催セッションでは、相互の研究成果

共有や連携研究に関する議論を深められた点が有

意義であった．核融合科学研究所の小川国大准教

授による磁場閉じ込め核融合プラズマにおける高

エネルギー粒子計測に関するチュートリアル講演

や、宇宙科学研究所の浅村和史准教授、三谷烈史

助教による宇宙空間でのプラズマ粒子直接観測に

関するチュートリアル講演を通し、参加者らは両

分野で研究が進む計測・解析技術への理解を深め

た．研究会の資料等は本研究会の資料等は、太陽

圏 サ イ エ ン ス セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ

(https://ergsc.isee.nagoya-u.ac.jp)に掲載さ

れている。 

 

○2022年度名大 ISEEと京都大学の合同研究集会、

「ホイスラー波の物理と応用」（名大 ISEE）及び

「非線形波動粒子相互作用研究の将来展望」（京

都大学） 

主催：名古屋大学 宇宙地球環境研究所 

共催：SGEPSS波動分科会、京都大学 

開催日：2023年 3月 16-17日 

開催場所: オンライン＋（現地開催 京都大学）

のハイブリッド 

世話人：諌山翔伍（九大）、大村善治（京大）、海

老原祐輔（京大）、三好由純（名大 ISEE） 

 

本研究集会では、「ホイスラー波」をキーワード

に、宇宙プラズマから応用研究まで幅広い領域の

研究者を国内外から集め、新知見を共有し合うこ

とを目的として開催された。宇宙プラズマ関連 9

件（内招待講演 7件）、実験プラズマ関連 7件（内

招待講演 5 件）の、計 16 件の講演を通じて約 38

名の参加者が活発な議論を行った。海外からの参

加者としては、初日に Danny Summers 教授（ニュー

ファンドランドメモリアル大学）、Peter Yoon 上

席研究員（メリーランド大学）らがホイスラー波

の非線形波動粒子相互作用に関する講演を行った。

また、2日目には Reiner Stenzel名誉教授（カリ

フォルニア大学）、Lei Chang 准教授（重慶大学）、

Earl Scime教授（ウェストバージニア大学）らが

へリコンプラズマ実験に関する講演を行った。本

研究集会全体を通して、実験室分野と宇宙分野の

双方からの質疑が活発になされ、各領域の研究者

にとってはホイスラー波に関連する物理（粒子加

速・加熱など）の理解を深めるよい機会となった。 

 

〇波動分科会の活動情報は 

https://sites.google.com/site/sgepsshadou 

にて公開している。分科会活動に興味のある方は

幹事まで気軽にご連絡いただきたい。 

 

 

 

https://ergsc.isee.nagoya-u.ac.jp/
https://sites.google.com/site/sgepsshadou
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「Conductivity Anomaly研究

会」分科会 2022 年度活動報告 

上嶋誠、橋本武志、山崎健一、

多田訓子 

昨年度より、当分科会の運営世話役は、4 名の

幹事グループによる体制へと移行しました。定例の

研究集会の開催や従来のメーリングリストの運用に

加え、新しいツールも活用して、学生をはじめとした

若手研究者や周辺分野への情報発信も積極的に

進めつつあります。その一環として、分科会の Slack

を立ち上げました。まだ参加者数は少なめですが、

このワークスペースには、初学者からベテラン、周

辺分野の方まで幅広いメンバーが登録しており、公

募情報・セミナー情報の共有や、テクニカルな質問、

研究計画の議論など、さまざまなトピックで交流が

行われるようになってきています。関心をお持ちの

方は、幹事までお声がけいただければ登録します

のでお気軽にどうぞ。 

2022 年度 CA（Conductivity Anomaly）研究会は、

令和 4 年度京都大学防災研究所共同研究の支援

（一般研究集会・課題番号: 2022K-04）を得て、「海

域における地震・火山災害の軽減に資する地球電

磁気学的アプローチの探求」というテーマで、令和

4 年 12 月 26 日（月）、27 日（火）の 2 日間で執り行

いました。COVID-19 の感染者が全国的に減少し

ていたことから、3 年ぶりに対面で開催（京都大学

防災研究所連携研究棟 3 階 301 号室）することが

でき、55 名の方々に参加していただくことができま

した。また、今回は新たな試みとしてZoomでのオン

ライン中継を行い、こちらには 26 名の方々にご参

加いただきました。 

 今回の研究会では、レギュラーセッションの一部と

して、SGEPSS 以外の分野の伊藤喜宏先生（京都

大学）、谷岡勇市郎先生（北海道大学）、桑谷立主

任研究員（海洋研究開発機構）の 3 名の方に、上

記のテーマに沿った招待講演をしていただきました。

また、昨年度に引き続き、論文セッションも組み入

れました。レギュラーセッションでは、海域や陸域で

の火山・地熱・沈み込み帯などの地球の活動的な

現象を対象とする地球電磁気学的な研究発表や、

岩石物性の研究成果について発表が行われ、活

発な議論が行われました。特に、35 歳以下の若手

による岩石物性の研究発表が例年に比べて増えて

おり、研究の裾野が広がっていると実感いたしまし

た。また、研究者間の活発な議論は休憩時間にも

行われていたため、対面での研究集会の重要性を

改めて痛感しました。 

このほか、2022 年度には、JpGU 期間中の研究

打ち合わせ会はオンライン形式で実施しましたが、

SGEPSS 秋季大会期間中の研究打ち合わせ会は

現地開催も含めたハイブリッド形式で実施しました。

新型ウィルスの影響も低減されつつあり、今後は現

地での研究会や研究交流の場が戻ってくることが

期待されますが、遠方からの参加が容易であること

や、会場を確保する必要がないなどオンラインのメ

リットも感じられました。今後は、オンライン・ツール

の効果的併用も含め、この分科会における研究・

教育活動をさらに活性化させる方策を模索していき

ます。 

CA 分科会の活動情報は 

(https://sites.google.com/view/sgepss-ca) 

にて公開しています。また、分科会活動に興味を

持 た れ た 方 は 、 幹 事 グ ル ー プ (ca-kanji

googlegroups.com)まで気軽にご連絡下さると幸い

です。 

内部磁気圏分科会活動報告 

寺本万里子、西山尚典、 

中村紗都子、笠原慧 

内部磁気圏分科会は、内部磁気圏研究に関連す

る諸分野との交流、共同研究やキャンペーン観測

の促進、新しい内部磁気圏探査ミッションの実現

などを通して内部磁気圏研究を推進することを目

的としています。2022年度は、分科会として以下

の 2回の会合を行いました。 

○第 47回内部磁気圏分科会 

 日時：2022年 5月 25日（JpGU会合中） 

 場所：幕張メッセ・ZOOMのハイブリッド 

 この会合では、以下のような議題を扱いました。 

・ジオスペース探査衛星 ERG の現状と今後の予

定、サイエンスセンターの活動報告 

・STP分野における飛翔体探査ロードマップ策

定に関する活動報告 

・ロケット実験 SS520と LAMPの報告 

https://sites.google.com/view/sgepss-ca


- 16 - 
 

・ひまわり後継機搭載センサ（CHARMS）の開発

状況に関する報告 

・FACTORSミッションの活動報告  

 

○第 48回内部磁気圏分科会 

 日時：2022年 11月 6日（SGEPSS学会中） 

 場所：相模原市立産業会館・ZOOMのハイブリッ

ド 

 この会合では、以下のような議題を扱いました。 

・ジオスペース探査衛星 ERG の現状と今後の予

定 

・太陽圏サイエンスセンターの活動報告 

・ JpGU 内 部 磁 気 圏 セ ッ シ ョ ン の 案 内 

・ひまわり後継機搭載宇宙環境センサ CHARMSの

開発状況と装置開発研究員の募集 

 

分科会での発表資料の一部は、分科会ホームペー

ジでご覧頂けます。 

 

内部磁気圏分科会ホームページアドレス：

https://sites.google.com/site/naibujikikenbunkakai/ 

 

また、当分科会の活動に関連する以下の研究集会

が、名古屋大学宇宙地球環境研究所の共同研究集

会として開催されました。 

 

○「脈動オーロラ研究集会」 

 日時：2022年 9月 20-21 日 

 場所：名古屋大学 

 

○「第 17回 ERGサイエンス会議 および 内部磁気

圏研究集会」（内部磁気圏分科会 共催） 

 日時：2022年 9月 26-28 日 

 場所：駒場キャンパス 

 

○「第 18回 ERGサイエンス会議 および 内部磁気

圏研究集会」（内部磁気圏分科会 共催） 

 日時：2023年 3月 13-15 日 

 場所：金沢大学・石川県立図書館 

 

上記のような分科会会合・研究集会に加え、 2021

年 3 月から、Slack を通じた活動を開始していま

す。 

 

Slackは、チャットでの交流・質問・議論・ファイ

ル共有ができるオンラインツールであり、近年多

くの研究会等で活用されています。現在内部磁気

圏 Slack へは 69名が参加しており、論文情報の交

換や Pythonに関する教科書の共有、幅広い分野で

の意見交換・交流等が行われています。 

 

内部磁気圏 Slack への参加をご希望される方は世

話人までご連絡ください（ naibujikiken

gmail.comあるいは個人宛）。 

太陽地球惑星系科学シミュレー

ション分科会活動報告 

三好隆博、陣英克、加藤雄人、

三宅洋平、松本洋介、 

深沢圭一郎、簑島敬、梅田隆行 

当分科会は、SGEPSSと周辺研究諸分野の研究者

と“数値シミュレーション”を共通のキーワード

として交流を図り、SGEPSS 分野におけるシミュ

レーション研究の発展をサポートすることを目的

としています。本稿では令和 5 年 3 月に行われた

STEシミュレーション研究会について報告します。 

 

STE シミュレーション研究会 

日時：2023 年 3月 8日（水）～3月 10日（金） 

場所：京都大学学術情報メディアセンター北館大

会議室と Zoomによるハイブリッド開催 

 

本研究集会は、RISH 電波科学計算機実験(KDK)

シンポジウム（世話人：海老原祐輔）との合同で

開催され、名古屋大学宇宙地球環境研究所と京都

大学生存圏研究所の主催で実施されました。今年

度は、次世代 HPC における STP シミュレーション

をテーマに、次世代計算機や新しいデータスト

レージシステムに関する招待講演を企画しました。

今後の Intel の CPU や GPU のロードマップや狙い

に関して Intel 社の方にご講演いただき、また、

大阪大学のスーパーコンピュータストレージを中

心としたデータ公開機能のある新しいストレージ

https://sites.google.com/site/naibujikikenbunkakai/
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システムに関する講演を企画して、通常の学会・

研究会では接点の少ない周辺分野の方々と技術交

流・情報交換を行いました。その他、宇宙プラズ

マや太陽地球環境のシミュレーション研究、シ

ミュレーション技術などの最新成果が報告されま

した。3日間で 24件の発表および延べ 123 名の参

加がありました。本研究会のプログラムは 
https://cidas.isee.nagoya-u.ac.jp/simulation/meeting2022/ 

に公開されています。 

若手アウトリーチ活動 STEPLE 

令和 4 年度活動報告 

堺正太朗、吹澤瑞貴 

若手アウトリーチ活動 STEPLEでは、大学院生

を含む若手学会員有志が出前授業や体験型イベン

トの開催、他団体主催のアウトリーチイベントへ

の参加・出展を通して、一般の方々に地球惑星科

学の面白さを伝える取り組みを行っています。学

生や若手研究者が積極的にアウトリーチ活動に関

与できるよう、学会のアウトリーチ活動を活性化

させたいという想いから、「手に届く宇宙☆地球

科学レクチャー」を合言葉に活動しています。

2010年から始まった当団体は学会アウトリーチ

部会に所属しており、毎年様々なイベントの企

画・開催・出展等を行ってきました 

(https://sgepss.org/steple/demae_general/demae_past/)。 

  昨年度は、ポストコロナの状況になりつつあり、

少しずつではありますが、現地イベントが再開し

た年となりました。秋学会アウトリーチを始め

様々なイベントが現地で開催され、コロナ禍以前

と変わらない活動をすることができました。また、

昨年度は 2 件の講演依頼を受け、活動の幅も広

がってきています。ここでは、令和 4年度の STEPLE

活動を報告いたします。 

 

●「スペースゼミ〜研究者と一緒に宇宙を調べよ

う！〜」 

日時：2022 年 7月 31 日 10:00-16:00 

場所：仙台市天文台 (宮城県) 

参加人数：36名 + 保護者 

仙台市天文台と東北大学大学院理学研究科の公開

サイエンス講座を仙台市天文台にて実施し、

STEPLEは「協力」としてイベントに貢献しました。

本講座では「火星探査」をテーマに、火星の地形

を模した地表模型の上で、火星探査車(ローバー)

に見立てたラジコンを実際に参加者一人ひとりに

操作してもらいました。ローバーによる探査で得

られた結果について子どもたち同士で議論・考察

し、その結果をワークシートにまとめました。講

座の最後には調査した成果を他の受講者や保護者

に向けて「記者会見」形式で発表しました。本講

座を通じて、本格的な研究の一連の流れを体験し

ながら科学的思考を育むことができるプログラム

となりました。 

https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-44/ 

 

●「オーロラ博士になろう！〜オーロラの色から

何がわかる？〜」 

日程：2022 年 8月 7日 13:15-15:45 

開催形態：オンライン 

参加人数：14名 

NPO 法人女子中高生理工系キャリアパスプロジェ

クト主催「女子中高生夏の学校 2022～科学・技術・

人との出会い～」の一日目に実施されたポスター・

キャリア相談「研究者・技術者と話そう」に参加

しました。オーロラの発光原理や惑星ごとのオー

ロラの違いといったサイエンスの話題だけでなく、

大学院生のロールモデルについて紹介し、参加者

の中高生の皆さんからの質問や相談にお答えしま

した。オーロラに関する質問を始めとして、勉強

や就職についての相談など、幅広い話題について

お話しました。 

https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-42/ 

 

●「分光器で光の正体を探ろう！〜身の回りの光

から生命探査まで〜」 

日程：2022 年 8月 8日 9:00-12:30 

開催形態：オンライン 

参加人数：7 名(内訳：高校 1 年生(5 名)、高校 2

年生(2名)) 

NPO 法人女子中高生理工系キャリアパスプロジェ

クト主催「女子中高生夏の学校 2022～科学・技術・

人との出会い～」の二日目に実施された実験・実

習「ミニ科学者になろう」に参加しました。身の

周りの現象と物理のつながりを体感することを目

的として分光器を用いた実験を行いました。まず

初めに、光が波の性質をもつことや分光の原理に

ついて紹介しました。その後、厚紙と回折格子シー

トで簡易分光器を作成し、実際に身近な光を分光

https://cidas.isee.nagoya-u.ac.jp/simulation/meeting2022/
https://sgepss.org/steple/demae_general/demae_past/
https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-44/
https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-42/
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する実験を 2 つ行いました。最後に、分光を使っ

た最新の研究を紹介しました。 

https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-42/ 

 

●「宇宙ワークショップ」 

日程：2022 年 8月 16 日 10:30-15:30 

場所：札幌コンベンションセンター (北海道) 

参加人数：106名 + 保護者 (約 110名) 

札幌市コンベンションセンター主催の小惑星探査

機「はやぶさ 2」帰還カプセルおよびリュウグウサ

ンプル特別展示にて、宇宙ワークショップを行い

ました。本ワークショップでは親子で工作を楽し

むをテーマに「分光器で光の正体を探ろう」と「星

座探検隊 〜星座盤と旅に出よう〜」の 2つを行い

ました。分光器工作では、親子で制作した分光器

を片手に会場を走り回り、会場のライトや雲を分

光している姿が何とも可愛らしかったです。星座

早見盤工作では、星座盤とにらめっこしながら、

難しいクイズに一生懸命取り組んでいる姿が非常

に印象的でした。 

https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-43/ 

 

●「惑星探査を体験しよう！」 

日程：2022 年 10月 2日 10:00-15:30 

場所：角田市スペースタワー・コスモハウス (宮

城県) 

参加人数：約 50名 

角田市スペースタワー・コスモハウスで開催され

た「はやぶさまつり」に 3年ぶりに参加しました。

本講座では惑星探査を体験することをテーマに、

「ラジオ作成」と「火星探査」を行いました。「ラ

ジオ作成」では参加者が実際にラジオを作成し、

音を出している電波星やラジオ局を探し出しても

らいました。親子で協力して一緒に楽しそうにラ

ジオを作成する姿が非常に印象的で、完成したラ

ジオで「電波星」に近づけラジオから音が鳴ると

嬉しそうにしていました。また「火星探査」では、

火星の地形を模した地表模型の上で、火星探査車 

(ローバー) に見立てたラジコンを実際に参加者

一人ひとりに操作してもらいました。タイムトラ

イアル形式でスタート地点からゴール地点までの

時間を計測し、競争させたところゲーム感覚で子

どもたちが楽しんでいました。親御さんも感化さ

れ、子どもと一緒に本気になってローバーを操作

していた様子から、本講座を通じて、少しでも惑

星探査に触れて頂けたと感じています。 

https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-46/ 

 

●STEAM 教育講座「作って・見て しらべよう！地

球と宇宙の波のふしぎ」 

日程：2022 年 12月 3日 14:30-16:00 

場所：世田谷区立教育総合センター らぼラボ 

参加人数：23名 (小学 3年生−6年生) 

世田谷区立教育総合センターでの STEAM 教育講座

のワークショップで出前授業を行いました。前半

は、学会活動および講演者各自の研究の簡単な紹

介からスタートし、クイズを交えながらオーロラ

に関する講演を行いました。後半は、オーロラ現

象を理解する上でも重要な「波」の基本的な性質

を子どもたちに体感してもらうため、ストローを

用いたウェーブマシーンの工作・実験を行いまし

た。子どもたちは講演中のこちらの問いかけに活

発に反応したり、工作・実験では真剣に取り組む

姿も見られたりして、講演者にとっても楽しいひ

と時でした。最後に感想を発表してもらったとこ

ろ、「もっと宇宙やオーロラ、波のことを知りた

いと思った」など、とても前向きな感想をたくさ

ん聞くことができました。 

https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-45/ 

 

 また、上記の 6 件に加えて、秋学会時のアウト

リーチイベントの運営側として参加しましたこと

も合わせてご報告いたします。 

第 31 回衛星設計コンテスト参加

登録・作品募集のお知らせ  

本年も衛星設計コンテストの参加登録・作品募

集が開始されました。本コンテストは、本学会を

含む 9 つの学協会や機関が共同で主催するもので、

今回で第 31回となります。大学院、大学、高等専

門学校、専門学校、高等学校の学生・生徒を対象

として、宇宙に関わる基礎・応用研究を積極化す

る機会を提供し、あわせて宇宙開発のすそ野の拡

大に寄与しようとするものです。学生の自由な発

想のもと、一連の衛星開発の中でも重要な位置づ

けを占める、構想の立ち上げから設計に至る部分

のスキルアップを図るべく、小型衛星をはじめと

する様々な宇宙ミッションのコンセプト、アイデ

ア、設計構想などを広く募集し、審査の上、優秀

な作品を寄せたグループ（または個人）を表彰し

https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-42/
https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-43/
https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-46/
https://sgepss.org/steple/demaelecreport-vol-45/
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ます。特に「設計の部」では、構想の立ち上げから

製作実現に至る“確かな物づくり”に対するスキ

ルアップを期待します。 さらに本コンテストは、

衛星開発の専門家による教育の場でもあります。

この観点から、学生の衛星設計への挑戦的な応募

に対しては適切な指導を行い、再挑戦も期待して

います。 

スケジュールは下記の予定となっております。

奮ってご参加ください。 

 

・4月 3日（月）～5月 15 日（月）17時：参加登

録受付 

・7 月 3日（月）12時：応募作品提出期限 

・7 月中旬～8月中旬：第一次審査（書類審査） 

・8 月下旬～9月上旬：第一次審査結果通知 

・11 月 25 日（土）：最終審査会（発表会形式審

査、一橋記念講堂（東京）、ハイブリッド開催） 

 

詳細や最新情報については、ウェブサイト

http://satcon.jp/contest/ をご覧ください。 

 

 （実行委員：塩川和夫、中溝葵、企画委員：田所裕

康、審査委員：今井一雅） 

助成公募 

2023年度前期（2023年8月末締め

切り）助成公募のご案内 

公益財団法人 宇宙科学振興会  

公益財団法人宇宙科学振興会は宇宙科学分野に

おける学術振興を目指し下記の助成事業を行いま

す。それぞれの応募要項の詳細は当財団のホーム

ページhttp://www.spss.or.jpに掲載しています。

それぞれの公募に対する応募申請に際してはホー

ムページご参照の上、申請書をダウンロード・作

成いただき必要な書類を添付の上、財団宛に電子

メール（admin spss.or.jp）で申請下さい。奮っ

てご応募いただくようご案内申し上げます。 

 

（1）国際学会出席旅費の支援 

●支援対象 

 宇宙理学（飛翔体を用いた観測、探査、実験に関

連する理学研究）および宇宙工学（宇宙航空工学

を含む）に関する独創的・先端的な研究活動を行っ

ている若手研究者（2023年4月2日で35歳以下）、

またはシニアの研究者（2023年4月2日で63歳以上

かつ定年退職した者）で、国際学会で論文発表ま

たは主要な役割などが原則として確定している者。

海外で開催される国際学会に限ります。リモート

での参加の場合でも参加費（上限5万円）について

は支援します。 

●助成金額・件数：一件あたり10〜30万円程度、

年間10件程度 

●申し込み受付時期 

 応募締切り2023年8月31日：2023年10月から2024

年3月の期間に開催初日が予定される国際学会の

参加者対象 

 

（2）国際学会開催の支援 

●支援対象 

 宇宙科学研究を推進している国内の学術団体（研

究所、大学等）で、宇宙理学（飛翔体を用いた観

測、探査、実験に関連する理学研究）及び宇宙工

学（宇宙航空工学を含む）に関する国際学会、国

際研究集会の国内開催を主催しようとする団体。

リモートでの開催も支援対象です。 

●助成金額・件数：一件あたり20〜50万円程度、

年間4件程度 

●申し込み受付時期 

 応募締切り2023年8月31日：2023年10月から2024

年3月の期間に開催初日が予定される国際学会対

象 

 

●照会先 

公 益 財 団 法 人   宇 宙 科 学 振 興 会 事 務 局 

http://www.spss.or.jp 

〒252-5210 神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1 

Email: admin spss.or.jp 

Tel: 042-751-1126（火、木） 

 

 
  

訃報 
上田誠也 元会員 

（東京大学名誉教授） 

2023 年 1月 19日 御逝去（享年 93歳） 

謹んでご冥福をお祈りいたします。 

http://satcon.jp/contest/
http://www.spss.or.jp/
http://www.spss.or.jp/


- 20 - 
 

 

  

学会賞・国際交流事業関係年間スケジュール 

積極的な応募・推薦をお願いします。詳細は学会ホームページを参照願います。 

賞・事業名 応募・推薦/問い合わせ先  締め切り 

長谷川・永田賞 

田中舘賞 

大林奨励賞 

学会特別表彰 

SGEPSS フロンティア賞 

SGEPSS 論文賞 

学生発表賞（オーロラメダル） 

国際学術交流若手派遣 

国際学術交流外国人招聘 

国際学術研究集会 

会長 2 月末日 
会長 8 月末日 
大林奨励賞候補者推薦委員長 1 月末日 
会長 2 月末日 
SGEPSSフロンティア賞候補者推薦委員長 12 月末日 
SGEPSS論文賞選考委員長                  2 月14日 
推薦なし／問い合わせは運営委員会 
運営委員会 1月、5月、7 月、10月頃 
運営委員会  若手派遣と同じ 
運営委員会 年度末頃 

SGEPSS Calendar 
23-05-21～26 

 

23-05-28～06-02 

 

23-05-29～06-02 

 

23-05-29～06-02 

23-07-11～20 

 

23-07-26～08-03 

 

23-07-30～08-04 

 

23-08-19～26 

 

23-09-23～27 

23-11-14～17 

23-12-11～15 

24-04-14～19 

日本地球惑星科学連合（JpGU）2023年大会（千葉、オンラインのハイブリッ

ド） 

AGU Chapman Conference on Advances in Understanding Alfvén Waves in the 

Sun and the Heliosphere (Berlin、 Germany） 

The SCOSTEP-UN-ISWI Workshop on the Predictability of the Variable 

Solar-Terrestrial Coupling (PRESTO) (Trieste、 Italy) 

SuperDARN Workshop 2023 (Drakensberg、 Republic of South Africa) 

The 28th International Union of Geodesy and Geophysics (IUGG) General 

Assembly （Berlin、 Germany） 

The 38th International Cosmic Ray Conference (ICRC2023) (Nagoya、 

Japan) 

Asia Oceania Geosciences Society Annual Meeting (AOGS 2023)

（Singapore） 

XXXVth URSI General Assembly and Scientific Symposium （URSI GASS 

2023）（Sapporo、 Japan） 

地球電磁気・地球惑星圏学会 2023年秋季年会（仙台） 

第 14回極域科学シンポジウム 

AGU Fall Meeting 2023 (San Francisco、 USA and online) 

EGU General Assembly 2024 (Vienna、 Austria) 
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次ページへ 

 

賛助会員リスト 

下記の企業は、本学会の賛助会員として、 

地球電磁気学および地球惑星圏科学の発展に貢献されています。 
 

（有）テラテクニカ（2口） 

〒 208-0022 

東京都武蔵村山市榎3丁目25番地1 

tel. 042-516-9762 

fax. 042-516-9763 

URL http://www.tierra.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

三菱重工（株）（2 口） 

防衛・宇宙セグメント  

〒 485-8561 

愛知県小牧市東田中1200 

tel. 0568-79-2113 

URL http://www.mhi.co.jp 

 

クローバテック（株） 

〒 180-0006  

東京都武蔵野市中町 3-27-26  

tel. 0422-37-2477 

fax. 0422-37-2478 

URL http://www.clovertech.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

富士通（株） 

〒 261-8588  

千葉市美浜区中瀬 1-9-3  

富士通（株）幕張システムラボラトリ 

tel. 043-299-3246 

fax. 043-299-3011 

URL http://jp.fujitsu.com/ 

 

明星電気（株）宇宙防衛事業部 

〒 372-8585  

群馬県伊勢崎市長沼町 2223  

tel. 0270-32-1113 

fax. 0270-32-0988 

URL http://www.meisei.co.jp/ 

 

 

 

 

 

カクタス・コミュニケーションズ（株） 

〒 101-0061 

東京都千代田区三崎町2-4-1   

TUG-Iビル 4F 

tel. 0120-50-2987 

fax. 03-4496-4557 

URL https://www.editage.jp/ 

日鉄鉱コンサルタント（株） 

〒 108-0014 

東京都港区芝 4 丁目 2-3  NMF 芝ビル 3F 

tel. 03-6414-2766 

fax. 03-6414-2772 

URL http://www.nmconsults.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

Harris Geospatial 株式会社  

東京オフィス 

〒113-0033  

東京都文京区本郷1-20-3 中山ビル 3F 

tel. 03-6801-6147 / fax. 03-6801-6148 

大阪オフィス 

〒550-0001  

大阪市西区土佐堀1-1-23  

コウダイ肥後橋ビル 5F 

tel. 06-6441-0019 / fax. 06-6441-0020 

Email: sales_jp exelisvis.co.jp 

URL https://www.harrisgeospatial.co.jp/ 

http://www.tierra.co.jp/
http://www.mhi.co.jp/
http://www.clovertech.co.jp/
http://jp.fujitsu.com/
http://www.meisei.co.jp/
https://www.editage.jp/
http://www.nmconsults.co.jp/
https://www.harrisgeospatial.co.jp/
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賛助会員リスト 

シュプリンガー・ジャパン（株） 

〒105-6005 

東京都港区虎ノ門4-3-1 

城山トラストタワー5階 

tel.  03-4533-8263（地球科学分野・直通） 

fax.  03-4533-8081 

URL http://www.springer.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

論文翻訳ユレイタス 

〒101-0021 

東京都千代田区外神田 2-14-10 

第 2 電波ビル 402A 

tel. 03-3525-8001 

fax. 03-3525-8002 

URL https://www.ulatus.jp/ 

 

株式会社NTシステムデザイン 

〒206-0803 

東京都稲城市向陽台5-9-7-203 

tel.  042-379-9813 

fax.  042-379-9814 

Email: info nt-sys.jp 

URL http://www.nt-sys.jp/ 

 

 

 

 

 

 

産業用製品メーカー・代理店比較のMetoree

（ZAZA株式会社） 

〒470-0203 

愛知県みよし市三好丘旭3-1-17 

tel.  050-3561-7257 

URL https://metoree.com/ 

 

http://www.springer.com/
https://www.ulatus.jp/
http://www.nt-sys.jp/
https://metoree.com/
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 学会からのお知らせ 

賛助会員の募集 

SGEPSS の事業は、賛助会員の皆様のサポートを受けております。賛助会員

の皆様には、以下の広告サービスを行っておりますので、入会についてご検

討ください。 

 学会 Web トップページでのロゴマーク掲載 
 賛助会員様一覧ページへの情報掲載 
 定期刊行の会報における広告記事掲載 

Earth, Planets and Space 
Open Access for the Geosciences 

Impact Factor （2021）: 3.362, 5-year IF (2021）: 3.442 

特集号の受付 

EPS では、特集号の提案を随時受け付けております。研究プロジェクトの最新の

成果の発表の場としてご活用ください。詳しくは、以下をご参照ください。 

https://earth-planets-space.springeropen.com/proposals 

SGEPSS に関係の深い最新・投稿受付中の特集号 

https://www.sgepss.org/
https://www.sgepss.org/partners/
https://earth-planets-space.springeropen.com/proposals
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地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS） 

会長 
 

塩川和夫 〒464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町F3-3 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 

      TEL: 052-747-6419 FAX: 052-747-6419 E-mail:  shiokawa nagoya-u.jp 

総務 横山竜宏 〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄 京都大学 生存圏研究所 

TEL: 0774-38-3810 FAX: 0774-31-8463 E-mail: yokoyama rish.kyoto-u.ac.jp  

広報 齋藤武士（会報担当）〒390-8621 長野県松本市旭3-1-1 

 信州大学 大学院学術研究院（理学系） 

TEL: 0263-37-2484 FAX: 0263-37-2506 E-mail: saito shinshu-u.ac.jp 

 大矢浩代（会報担当）〒263-8522 千葉県千葉市稲毛区弥生町1-33 

 千葉大学 大学院工学研究院 

TEL: 043-290-3310 FAX: 043-290-3310 E-mail: ohya faculty.chiba-u.jp  

 原田裕己（会報担当）〒606-8502 京都府左京区北白川追分町 

京都大学 大学院理学研究科 

TEL: 075-753-3958 FAX: 075-722-7884 E-mail: haraday kugi.kyoto-u.ac.jp 

 

会報に関するお問い合わせは、kaiho sgepss.orgまでお願いします。 

 

運営委員会（事務局） 〒 650-0034 神戸市中央区京町83番地 三宮センチュリービル 3 階 

（株）プロアクティブ内 地球電磁気・地球惑星圏学会事務局  

TEL: 078-332-3703 FAX: 078-332-2506 E-mail: sgepss pac.ne.jp 
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